
インターネットVPNを構築するためには、主として下記が必要となります。

VPNってどんな技術︖

構築に必要なものは︖費用は︖

①各拠点のインターネット契約 は可能であれば既存契約をそのまま使用、

③社内配線 については、既存配線をそのまま使用いたします。

最低限の費用：②インターネットVPN対応ルーター拠点数分 ＋ 設定作業費用

VPNを使えば拠点間のデータのやり取りも楽々！

暗号化で安全通信・専用線より安価で接続

①接続する各拠点のインターネット契約

②インターネットVPN対応ルーター(各拠点ごと)

③社内配線

※必要に応じて調査や配線の追加などいたします(別途費用必要)

※県外遠方の場合、移動費用や宿泊費用が発生します。
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VPNは、インターネットを利用し、多拠点間のネットワークを仮想的に同一ネットワークとして接続する技術です。

離れた支社から本社の共有フォルダや業務システムへの接続を実現、同じフロア内で仕事をしている感覚での操作が

可能です。また、通信は暗号化で安全に行われ、専用線を引くより安価となります。

暗号化ネットワーク
リモートワーク､拠点間の

暗号化ネットワーク
リモートワーク､拠点間の

導入事例 ■徳島市内の個人事務所
【導入目的】

徳島市内の事務所と社長自宅を接続。社長自宅から事務所内サーバーのデータへのアクセスしたい。

【構　成】

・インターネットVPN対応ルーター　×２

・インターネット契約：既存契約を使用

・社内配線：主に既存配線使用（ややネットワーク見直しあり）

事務所と社長自宅にインターネットVPN対応ルーターを導入。
スイッチングハブは古い規格で現行よりかなり遅いので買い替え。無線アクセスポイントも同様の理由で変更。

YAMAHA RTX830　×２

8ポートスイッチングハブ　×３

無線アクセスポイント　×３

設定作業費用 約30万円
税込

導入した結果、社長自宅から事務所にある業務データへスムーズなアクセスが可能となり、繁忙期や休日など急に業務データが
必要となった時、自宅に居ながら快適に作業を行う事ができるようになった。


